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おかしには、おかしのここ 

ろガあ*0ます。と< に、にほ 

んのおかしはきせつをたいせ 

つにして' なにげないふせい 

のなかに、ぎじつのすいをつ 

くします。い C だき16しよラ、 

たちかわのおかしにた<しだ 
はるのこころを。 
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星さん 

fc •かずたつぶり， 
r 皆なに分けてあげ 
たら？ j と瘟さん 
川 A さん 

いちご入りのお弁当 
甘い甘い新»三勿«, 

ビ，ミン*入り，なん 
て周囲の声が。 


mm 


f ほんとは外食爲 sr« なんて云つ 
てるけど、この食ぺつぶりじ♦内 
心、ペントー万才！ 


\mm ' Bv 



Js 使いへらな（て、とニンマリ • 



▲柬京信屬供醯 tt 金（餹崎町2 丁纏） 

潭庹さん 磚崎さん 

3»、本蚤山積みにして「笄斑 ケンガのあとの弁劣は.メジの 
大研宄 j •その成果はいかに？ 上に騰玉纜一つだけですって， 


▲立川平安丁 _) 

小平さん 

ご当人 U 「愛憎弁たなん 
て云うており J すが、内心の笑 
«、見えてますぞ. 



►第ーデバ_卜(礓町I 丁目） 
愈力の? i 田さん 
1霣2各年、二：虞でくも 
と'■熟年弁当•ですなあ《 

蝎 NP キヤノン搴務饞立川 
(turn I 丁目） 
柚木さん 
r あわてもパパはもらいが 
少ない> お子さんの弁-と 
»遺犬る日が。 
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窿田さん 

二日酔いの日* 
も費舂弁由. 
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苳 t W 一 ㈣ 

>>7 *一 *»|1 

♦ O 、 T 孑3 r 兵 V 莩击ゴ 
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身、九州男 fi だけあって繊細な中 
にも豪放な性格がよくでているよ 
うだ。赤川さんの作 S は•室内の 
みならず rf 外に ttt られて街ゆく 
人の目を袖しませてくれる e 

r どうせなら、皆なが楽しめる 

し 

立川の街には，まだチラホラだ 
がやがて赤川：&品がひと目につく 
H もではないだろう。 

昨年は奥方(人形作家 > との_?1 
人族 ♦ を W いた、和気蒱々の〃2術 
夫 W* でもある。 

この H 記から*時の鈴木家をめ 
ぐる樣々な人間模様や世の中の » 
さが跣みとれ，多くの研究者がそ 
の成果を « 表してきました。.例 
として r 多摩のあゆみ』第37号に 
a 平九郎の*#代の姿が河野淳一 
郎氏によつて： s られています。こ 
れによると •» 代の»状からは高 
い教養が窺え，八人の子供の母と 
して f 治める傍ら、名主の夫の 
実務の一部をも分担していたこ 
とかわかります U また、経済面で 
は夫 W 別産制で*代独自の財産を 
持ち•大平扎郎が鈴木家財政の資 
金操リの苦しい時には妻からの借 
金で总場を何®か凌いでいたと云 
う記述もあります。*代の経済力 
: HT 然彼 *: の発5力を強めたはず 
で •«■« 時代の世にあって、《代 
が夫に忍诞していたのではなく、 
公私にわたり夫 W がパ — トナ—と 
して互いの自 +: 性を,®め合ってい 
た * が窺えます。 (KK) 




外食産槊の時代だそぅである。ズにのつて、弁当屋もまた大繁盛" 
その中にあつて、ひたすらの♦手弁当派々がいないわけじや"ない。 
よれよれのズボンをはいて、うつむき加減に弁当をひろげるダサイ 
姿を連想したら、大きな問違い。この堂々の食いつぶり。「あなたに 
は愛するツマはいないのか」と85りかけている、人生への自信。ど 
ちらが♦時代おくれ♦か、ようく考えてみよう。 



真如苑だょり 

单木を ょく tt ると、その芽 
にはもぅ春を含んでいて「が 
んばつてね」と户をかけてあ 
げたくなります。 33 T も A 如 
苑は次の日が才 — ブンです。 
お気 e にお出掛けください。 
■日時 3月22日出 

午後2時〜4時 
■ 部本 * T 典如 $ 物館を U じ 
めとして呋幽など盛リだくさ 
んの用 £ がしてございます。 
■ 立川市 K ( 或人)に限らせ 
て頂きます • 

■お申し込み 
はてびあ 

ん•コンバニオ 


ン J (本达を手 
- A してくれた 
〕人)へ、€つぞ。 


• 手 i& りと云や、いいと思つてい 
る。料理も手づくり、机は日曜大 
エというご !-•: も，和菓子には手が 
でまい。その色あい、その a 味 " 
聛人芸の粋がそこにある。•サッ 
力 — はひそかな、ではない大つぴ 
らなブ — ムだそうである。されば 
われらがムサシ君のシユ—卜はテ 
レビで，雑达のグラビアで一度は 
目にしているだろう " だが，お立 
ちあい。 ^ 物のムサシが蹴るボ — 
ルは唸りを立てて栩んでゆく： tt: 
拌一 • だと唸つている。•たかが 
弁当に「爱悄」などという • 定冠詞 ★ 
を付けたのは、進だ？あんなも 
のは、取に「ベント — 」でよろし•し 
かし • なんですなあ。取 M してみる 
と、やつばし •* 情，の二字が欲 
しい人が K ますです。#煖炉燃ゆ 
われにささやくえくてぴあん 

<緬集)||*||子石«*美«悦子加貨«子 
_山11子田中*子*田礼子 
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表紙は語る 

銅 • 細工 . ，といつても、ほとん 
ど力仕亊に近い。赤川さんの仕 $ 
增を a ているとそれがわかる。こ 
のとした fi 事場から、どぅし 
てこんな美しい作品がとび出して 
くるのか。 

汗を淹しながら赤川さんは「ゲ 
— ジユツも耒じやないですわ」と 
大らかに笑う ^* さすがに大分 m 出 



立川•歴史のひとコマ 

♦公私日記 

立川市民俗歴史資料館 <柞年12 
RMS' 富士兄町》を#親すると 

「公私日 SJ という和提の冊子が 
目に入9ます^現代っ子には大変 
とっつきにくい和*混交文ですが‘ 
これは立川市の旧家鈴木家に6 N ^- 
w 蔵され ていた冊 f なのです 0 鈴 
木家当主の清氏(元立川市市6> 
ょり三代前の鈴木乎九郎と云う • 
«末に柴崎村の名主を勤めた人が、 
天保八年二八三七》から安政 E 
年二八 iL 八》まで、日々の生活 
の公私にわたる出来參を記録した 
ものです ◊ 体制の W 壊期に平 
九郎がつくづく来し方，行く末を 
考ぇて自分の現在の体験が子係の 
役に立つこともあろうと，每日の 
天候、公的•私的の人間交渉、村 
の諸$件、物価の ftb 向、当時の社 
会1•鈴企豕の a 業日 se •役入 
の動粉、神社祭礼の運営®用等々， 
ぁらゆる方面に牮が及んでい f 。 
また二〇年間の公私の出来事を3 
事者の自由息志で•しかも主«や 
私*^加えずに客 R 的に在き残し 
た例も極めて少なく史料的 wflfi も 
特筆に値するものです" 


弁当派 * の自倍は，どこから来 
るのだろぅか ◊ すこし大仰に4え 
ば、人牛 • しっか9と大地を踏み 
しめているその sg 度が一ークィ • 

これも案外と高くつく 
ものらしい。奐さまの手 In ひま， 
朝もその分だけ早く起さなければ 
ならない。ご - 1 -. 人，運搬もラクじ 
やない U 街の弁当屋が繁盛する*時 
代の空気〃を無 » する力 R に•こ 
なつたら哗釆をおくつてし ま お 
それにしても•市販のランチ 
ではとても出米ないコミュニケ — 
シ S ン、時どきニンマリとして … 
…' あれはユルセンなあ。 


う 

、つ 



立川クイズ 


今年も$の笮®がやって來ま 
した。通い憤れた校舍と別れるの 
は寂しい^^です。さて今月は学校 
に因んだ問独です。立川で初めて 
学校が出来たのはいつでしょぅか** 

8戸窝 8治時代 

© BS になって 

〔2月号の答え〕一一六一年に#済 
#の物外和尚の弟 T ， 性了たちが 
建てた六枚の綠泥片岩に仁： J ; 像と 
四天 !(» のレリ—フがある六面石 
幢は•大正二年に国宝に指定され、 
敝後国宝の ft 直しとともに，新国 
宝に}¢35定されました。答えは② 


1② 

漢 


2一字挿人を试みよ。 
U 托生 
期 I □ 

























































嫌あ V 1 ノ ft ム少 章' 水鏖致* •必ン が 
货； 海を及って本磾て修赛い i やサノハ 
P FD てプ_〇の座を獲得.日本人初め饫#1ぃ 

. - . - 

い，、：の兮‘ン カーフ ケン全 W 生 合！ 
















